
 

 

 

平成 25 年 10 月 23 日 
各      位 

会 社 名  佐藤商事株式会社 
代表者名  代表取締役社長 村田 和夫 
（コード番号 8065 東証第一部） 
問合せ先  専務取締役    田浦 義明  
（ＴＥＬ 03－5218－5312 ） 

 
 
 

和解による訴訟の解決、特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、平成 23 年 2 月 14 日付で大商株式会社（以下、「原告」という。）より提起された訴訟に
つきまして、平成 25 年 10 月 23 日付けで和解が成立いたしましたので、下記のとおりお知らせいた
します。 
 また、本件和解に伴い、特別損失を計上する見込みとなりましたが、業績が好調に推移したこと
から、平成 25 年 5 月 8 日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知
らせいたします。 
 

記 
１．和解の相手方の概要 

（１）商 号  大商株式会社（原告） 
（２）所 在 地  大阪市城東区鴫野西二丁目６番５号 
（３）代表者の氏名  代表取締役 徳 洋一 

 
２．訴訟の提起から和解に至るまでの経緯 

本件訴訟は、原告が、当社が認識していない取引について、取引があり、売買代金 3 億 4 千
2 百万円が発生しているとして、その代金相当額及び遅延損害金請求の訴えを提起してきたも
のであります。また、原告は、訴訟提起後に予備的主張として、当社社員が当該取引に関与し
たことが不法行為であるとして、当社に対し売買代金相当の損害賠償金及び遅延損害金の支払
いの請求を加えました。 

これに対して、当社は、これまでの本件訴訟の手続きにおいて原告の主張する取引は存在せ
ず、当社社員の関与も不法行為に該当しないものであったとして、当社に非がないことを主張
し全面的に争ってまいりましたが、今般、大阪地方裁判所から本件訴訟についての和解提案が
ございました。 

当社は、原告の主張を認めるものではないものの、本件訴訟が開始後約 2 年経過しているこ
とや、本件訴訟の更なる長期化により今後生じることとなる経済的・人的コストの負担等を総
合的に考慮し、裁判所の和解提案に応じることが合理的であると判断するに至りました。 

 
３．和解条項の概要 

（１）被告は、原告に対し、本件和解金として、金 2 億円の支払義務があることを認める。 
（２）被告は、原告に対し、前項の金員を、平成 25 年 11 月 29 日限り、被告指定の銀行口座に振

り込む方法で支払う。 
（３）被告が、前項の支払を怠ったときは、被告は、原告に対し、第１項の金員から既払金を控

除した残額およびこれに対する平成 25 年 11 月 30 日から支払済みまで、年５パーセントの
割合による金員を直ちに支払う。 

（４）原告は、その余の請求を放棄する。 
（５）原告と被告は、原告と被告の間には、本和解条項に定めるほか、本件に関し、何らの債権

債務の存在しないことを相互に確認する。 
（６）訴訟費用は、各自の負担とする。 



 
４．特別損失の計上について 

本件和解金については、平成 26 年 3 月期第 2 四半期において特別損失に計上する予定でおり
ます。 

 
５．業績予想の修正について 
（１）連結業績予想の修正 

○平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

79,500
百万円

950
百万円

1,000
百万円 

600 
円 銭

27.54

今回修正予想（B） 
85,200 1,330 1,470

 

820 37.63

増減額（B－A） 
5,700 380 470

 
220 

増減率（％） 
7.2 40.0 47.0

 
36.7 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 80,152 1,428 1,412
 

810 37.20

 
○平成 26 年 3 月期通期（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり
当期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

163,000
百万円

2,610
百万円

2,770
百万円 

1,700 
円 銭
78.03

今回修正予想（B） 
170,000 2,750 2,900

 
1,750 80.31

増減額（B－A） 
7,000 140 130

 
50 

増減率（％） 
4.3 5.4 4.7

 
2.9 

（ご参考）前期実績 
（平成 25 年 3 月期） 160,193 2,608 2,751

 

1,683 77.28

 
 
（２）個別業績予想の修正 

○平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（A） 
百万円

74,000
百万円

850
百万円 

500 
円 銭
22.95

今回修正予想（B） 
78,400 1,220

 
670 30.75

増減額（B－A） 
4,400 370

 
170 

増減率（％） 
5.9 43.5

 
34.0 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25 年 3 月期第 2 四半期） 75,816 1,308
 

666 30.59

 



 
○平成 26 年 3 月期通期（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円

152,000
百万円

2,460
百万円 

1,450 
円 銭

66.56

今回修正予想（B） 
158,000 2,500

 
1,470 67.46

増減額（B－A） 
6,000 40

 
20 

増減率（％） 
3.9 1.6

 
1.4 

（ご参考）前期実績 
（平成 25 年 3 月期） 150,293 2,715

 
1,523 69.93

 
（３）修正の理由 

第 2 四半期業績におきましては、和解による特別損失を計上する予定でおりますが、自動車
及び建産機業界におけるアジア新興国での需要増加や経済対策、円安の影響等が寄与し、前回
予想よりも好転する見通しであります。 なお、通期業績予想については下期の環境が不透明で
はありますが、第 2 四半期(累計)の影響を考慮して、前回予想よりも上回る見通しとなってお
ります。 

 
（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 
 

 
以 上 
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